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解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と

注
意
事
項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
用
紙
を
開
か
な
い
こ
と
。

二
、
問
題
用
紙
は
、
表
紙
を
含
め
て
二
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

三
、
解
答
用
紙
は
、
一
枚
で
あ
る
。
解
答
は
縦
書
き
に
す
る
こ
と
。

四
、
受
験
番
号
・
氏
名
は
、
監
督
者
の
指
示
に
従
っ
て
記
入
す
る
こ
と
。

五
、
問
題
用
紙
の
余
白
等
は
適
宜
使
用
し
て
よ
い
。
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問
　
題

短
期
大
学
部　

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科

問
一　

次
の
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
部
分
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

①
理
路
セ
イ
ゼ
ン
と
主
張
す
る　

②
学
校
ま
で
オ
ウ
フ
ク
す
る　

③
有
終
の
美
を
カ
ザ
る　

④
申
し
出
を
コ
バ
む　

⑤
テ
イ
ネ
イ
に
答
え
る

問
二　

左
の
記
事
は
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
が
令
和
３
年
５
月
に
発
刊
し
た
「
共
同
参
画
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
公
表
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数2021

」
に
つ
い
て
の
国
際
比
較
と
そ
の
解
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

記
事
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
な
た
の
考
え
を
六
〇
〇
字
以
上
八
〇
〇
字
以
内
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）
に
ま
と
め
て
述
べ
な
さ

い
。
ま
た
、
そ
の
考
え
を
端
的
に
表
現
す
る
題
を
記
入
し
な
さ
い
。

出典：内閣府男女共同参画局「共同参画」、令和３年５月、８ページを一部改編。

＜記事本文＞

　世界経済フォーラム（World Economic Forum：WEF）が 2021
年３月、「The Global Gender Gap Report 2021」を公表し、各国
における男女格差を測るジェンダーギャップ指数（Gender Gap 
Index：GGI）を発表しました。この指数は、「経済」「政治」「教育」「健
康」の４つの分野のデータから作成され、０が完全不平等、１が完
全平等を示しています。2021 年の日本の総合スコアは表１に示す
とおり 0.656、順位は 156 か国中 120 位（前回は 153 か国中 121
位）でした。前回と比べて、スコア、順位ともに、ほぼ横ばいとなっ
ており、先進国の中で最低レベル、アジア諸国の中で韓国や中国、
ASEAN諸国より低い結果となりました。

　各分野における日本のスコアは、表２のとおりです。

　日本は、特に、「経済」及び「政治」における順位が低くなって
おり、「経済」の順位は 156 か国中 117 位（前回は 115 位）、「政治」
の順位は 156 か国中 147 位（前回は 144 位）となっています。政
治分野では、スコアは上がっているものの、順位は下がっています。
これは、各国がジェンダー平等に向けた努力を加速している中で、
日本が遅れを取っていることを示しています。

　WEF のレポートでは、日本は政治分野において格差が縮小した
ものの女性の参加割合が低く、国会議員の女性割合は 9.9％、大臣
の同割合は 10％に過ぎないことにより、「政治」のスコアが 0.061
と低いままであることが述べられています。さらに過去 50 年間、
女性の行政府の長は存在していないことも指摘されています。また、
経済分野についても、管理職の女性の割合が低いこと（14.7％）、
女性の 72％が労働力になっている一方パートタイムの職に就いて
いる女性の割合は男性のほぼ２倍であり、女性の平均所得は男性よ
り 43.7％低くなっていることが指摘されています。




